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【研 究 目 的 】

 本 研 究 は, 伊藤 の 思 想 に焦 点 を あ て彼 の 舞:踊活

動 の根 元 を 明 らか に す る こ とを 目 的 とす る。

【研 究 方 法 】

 1.主 に 伊藤 の 著作 か ら彼 の言 葉 を抽 出 し, そ

れ らを分 類, 彼 の思 想 を考 察 した。

 文献No

 (1)「アメ リカ」, 羽 田書店, 昭15.6.

 (2)「美 しくな る教室」, (株)宝文館, 昭31.11.

 (3)雑誌 「心」5巻6・7・10号, 6巻9・10号,  
で響舞踊のお話"(株)酪燈社, 昭和27, 28

.

II.(3)「MICHIO ITO」Helen caldwe11詠

 UNIVERSITY OF CALIFORNIA PRESS

 1977.

 ア メ リカ, 日本 に お け る公 演 批評 文 註2

 上 記2つ の 資 料 か ら

(1)作 品 に 関 す る文 章 か ら言 葉 の最 小 単 位 を抽 出

(2)そ れ らを, (1)身体 ・運 動, (2)構成, (3)テーマ ・

主 題 ・ス トー リー, (3)音楽, (5)ステー ジ効 果, (2)

作 品全 体, (2)ダンサ ー ・振 付 家 と して の 伊藤, と

い う観 点 に よ って 分 類 。

(3)彼 の 思 想 と作 品 との 関 わ りを 考 察 した。

【結果及 び考察 】

1.著 作にみられる思想

 著作にみられる伊藤の思想は図1の 如く体系化

された。伊藤の思想には, 彼の本質として 「愛」

と 「美」 という2つ のテーマを認めることができ

る。そして, この2つ のテーマを具現化する為に, 

すべての出発点とな り基底 とな ってい る考えが

「バランスとハーモニ-」 論, そして 「リズムの

意識」注3論である。特に 「バランスとハ-モ ニー」

論は, 彼の思想体系に一貫 して流れる主要な考え

となっている。さらに, 伊藤の思想は 「平和」「芸

術」「舞踊」の3つ に大別された。

 1.人 間 観

 '「バランスとハーモニー」は古体エジプ ト文明

から得 られた論で, 「宇宙こそ最もバランスとハー

モニーのとれた存在である(中 略)人 間自身も, 

生活自体も, バランスとハーモニーによって, 万

物 の霊長 たる完成が望まれるのである」註4と, 

「バランスとハーモニー」をあらゆるものの理想, 

完成された状態とするものである。

 「リズムの意識」とは, 「人間の存在も発展も

心身 ともにリズムによって支配されている」註5こ

とから, 人間の存在とリズム意識とを次図のよう

に論ずるものである。

人間の

リズ ム

1.無 意 識 …自然(獣)的 存在

・2.意 識…芸術(人 間)的 存在

3.美 的に意識…文化的芸術的存在

 2.平 和 思 想

 伊藤はその深い人間愛から, 人間社会に於て も
バランスとハ-モ ニーを求め平和を論 じる。即ち, 

六千年前東と西とに分かれた古代エジプ ト文明の
バランスとハーモニーを取 り戻すには, 西, 即ち

アメリカの物質文明と東, 即ち日本の精神文化 と

が融合 しなければならないとし, それにより人間

としての理想的姿と平和が得 られると論じる。

 3.芸 術 思 想

 伊藤 は, この世のすべてのものを自然と芸術

(Comm0n ArtとFine Art)に 大別 して把握 して
いる。そして, いわゆる芸術(Fine Art)は 意識

的美的 リズムを有するとし, 表現主題を重視する

が, その根元にあるものは愛であると?璽Art is the

Symbol of Love"註6と いう。

 4.舞 踊 思 想

 (1)人 間生活と舞踊

 伊藤は日常生活での人間の動きを舞踊とみたて, 

それに美的 リズムが伴っていたらそれは舞踊芸術

であるとし, 人間は皆美 しくあれ, 美 しく生活せ

よ, 美しき人生を生きよ, と述べている。

 (2)芸 術舞踊論

図1 伊 藤 道 郎 の 思 想 体 系
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 伊藤は舞踊をも自然と芸術 とに分け, 「自然の

ままの舞踊」註7に 「秩序 と意匠」註8が 加わると舞

踊芸術になるとする。

舞 踊

自然 のままの舞踊

舞踊芸術

←意識
日常生活における美的行

動 ・態度 〈秩序 と意匠〉

舞台芸術舞踊

 伊藤は舞踊においては, 文学の 「固定」註9よ り

も音楽の 「アブス トラクト」註10に よって観客各々

が自由に理解を得ることができることを目指 し, 

普遍性を求めた。 また, 自らを媒体 とする舞踊家

だけでな く, 人間は精神的肉体的にバ ランスとハ
-モ ニーのとれた存在であることを理想とした。

 (3)舞 踊方法論

 (1) 表現主題と音楽の重視

 「ダンスは芸術か?主 題を表現す る限りYesで

ある」註11と, 伊藤は作品の主題を重視 し, また舞

踊は「伊藤の定義では視覚化された音楽の主題」註12

であった。カル ドウェルはスク リャービンを使 っ

たダンス ・ポエムを例にあげ 「その形式的な美 し

さは音楽のそれに一致する」註13と述べ, 著者が見

た 「ピチカー ト」(1916作, NHKテ レビ1984年

放映)も 音楽の視覚化といえると思われた。故に, 

音楽の主題だけでな くその構造も彼の作品の重要

な要素であったと考えられる。

 (3) 総 合 芸 術

 舞踊は総合芸術であるとし, また1人 の舞踊家

があらゆる芸術性を備え持ち, 総合芸術を体現す

ることを理想とした。

 (2) 能の様式性

 能を舞台芸術の1つ の理想とし, 「出来るだけ

無駄を省き, 出来るだけ窮實を離れることを工夫

した」註14。

 (3) 動 き

 どんな動 きの時でも 「自分のセンター」註15をっ

かむ, また群舞については各々のグループの 「調

和と均勢のとれた動きは美の極である」註・6とす

る等, 動きのバ ランスとハーモニーを重視 した。

 また, 腕の動きを重視 し, 実際に彼は 「10の身

i振り(Ten Gestures)」 をつ くり出した。

 (4)舞 踊教授論

 「いい舞踊家になるためには, まず芸術家にな

れ, いい芸術家 になるため には, まず人間 にな

れ。」註17この主旨のもとに伊藤は 「踊り手をつく

らずに人間を」註18つくろうとした。そして, 生徒

の個性を尊重 し, 生徒が自らの個性に合 った舞踊

をつ くり出すことができるようにと考えた。

II.伊 藤の舞踊思想と舞踊作品 一 舞踊方法論を

 中心として 一

 カル ドウェルと批評家が共通 して捉えている伊

藤 の 作 品 の 特 質 と して, 次 の3項 目 が考 察 され た。

 a.連 続 と ラ イ ンの 強調 〈運 動 ・構 成 〉

 =〉連 続 の リズ ム → 遅 … 持 続 的 緊 張 感 ＼

速 … ス ピ_憾, 強 さ

 b.象 徴 的 喚 起 カ ー 抑 制 ・簡 素 さ

 =表 現 主 題 の 明 確 化

 c.舞 台 芸 術 と して の 総 合 性

 ⇒作 品 に1つ の 世 界 を 現 出, 主 題 の 明 確 化

 カ ル ドウ ェル は, 上 記 の3つ の特 質 と共 に10の

腕 の 身 振 り の重 視, そ して よ り重 要 な支 柱 と して

表 現 主 題 の 重 視 と音 楽 の重 視 とい う2つ を あげ て

い る。 しか し, こ こで は 上 記 のa, b, cの み に っ

い て1の 舞 踊方 法 論 を も とに 比 較考 察 す る。

 1.(1)「 表 現 主 題 と音 楽 の 重 視 」 に つ いて は, 

上 記b, cに よ って 伊藤 の 作 品 で は 主 題 が 明 確 に表

わ され て い る こ とが あ げ られ て お り, ま た音 楽 性

に 関 して は 連 続 の リズ ム と い う特 質 がaの なか で

触 れ られ て い る。

 (2)「総 合 芸 術 」, (3)「能 の 様 式 性 」 は各 々上 記

のc, bに 当 た る と いえ よ う。

 (3)群舞 構 成 の バ ランス とハ ー モニ-に っ いて は, 

aの 連 続 に 通 じ る部 分 が あ る。 また 腕 の 動 き の重

視 は 捉 え られ て いな いが, それ は 彼 の 「10の身 振

り」 が1か ら10ま で の 個 々 の 形 と共 に それ らが ど

うい う軌跡 を 通 って 流 れ るか と い う流 れ を 重 視 し

た も の で あ る こ とか ら, 批 評 が その 連 続 性 に対 し

て 述 べ られ た た め で は な いか と考 察 で き る。

 以 上, 伊 藤 の 舞 踊方 法 論 の 「表 現 主 題 の 重 視 」

「総 合 美 術 」 「能 の様 式 性 」 は, 作 品 の 中 に 具 現

化 され て い た と い う こ とが で き よ う。

註 1.伊 藤の カ リフォルニア時代 の弟子。 伊藤の折

 々の話や彼の芸術活動 にたず さわ った経験 か ら

 その著作 をまとめて い る.

 2.発 表資料参照.

 3. 「バ ランスとハ ーモニ ー」は伊 藤 自身が述べ

 た言葉で あるが, 「リズムの意識」 は筆者が伊

 藤の言葉か ら読 み取 り命名 した論 であ る。

 4.文 献(2)p.15～16, 同様の記述は同p.45, p.75, 

 文献(1)p.116等 にみ られる。

 5.雑 誌 「現代舞踊」第 九巻第十号, 昭36, 11・12

 月号 受?伊藤道郎死 を悼 む"よ り 「〈自分の研究 〉

 の冒頭 か ら 伊 藤道 郎」の項, p.19.

 6.文 献(3)p.54.

 7, 8.文 献(3)5巻6号, p.44.

 9.10.文 献(1)p.277.

 11.文 献(3)p。3.

 12.文 献(3)p.4～5.

 13.文 献(1)p.7.

 14.文 献(1)p.155.

 15.雑 誌 「比較文化2」 思 ひ出を語 る 一 「鷹

 の井」出演の ことなど 一"東 京女子大 学附属

 比較文化研究所, p.63.

 16.文 献(2)p.66.

 17.文 献(2)p.53.

 18。文献(2)p.55.
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